
資料１

都市計画事業の実施状況（普通会計）

　都市計画税の税率を引き下げた当時と比較して、ここ十数年の都市計画事業に対する財政需要は高まっ
ています。その財源には、都市計画税を充当しているものの、不足する部分については一般財源の他、市
債の発行や基金繰入で補っています。

※　都市計画事業費（歳出決算額）には、都市計画事業のために借入れした市債の元利償還金（公債費）
　を含めない金額を計上しています。

【注意点】
１　市債発行額の増加に伴い、今後公債費負担が増加する見込みとなっています。

２　都市基盤整備基金残高が低水準であるため、基金繰入による財源確保は期待できない状況となってい
　ます。
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